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 本報告は、中国の個票データベースから日本企業を選別し、独自のデータベースを構築する事に

より、計量の手法で、以下の課題を分析したものである： 
 ①日系企業の収益性は、中国における中華系・外資系と比べ、どのようなレベルになっているか、 
 ②日系企業の収益性は、どのような要因に決定されているのか。 
 ③さらに、全体として分析できない生産工程別に産業限定で実証分析を行う。 
 実証分析から得た知見を活かし、日系企業の中国での収益性の向上にも改善法を提示してくれる

と思われる。特に産業別、生産工程別による細かい分析により得た結果から、日系企業がそれぞれ

の状況を踏まえて戦略を立てるのにも参考となるだろう。さらに日本企業の海外進出、海外生産経

営をサポートする政府関連機関にも政策インプリケーションにも役に立てる研究と思われる。 
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